
新春書初め大会

Vol.134議会だより
平 成 2 7 年 2 月 1日 発 行
発行●石川県川北町議会

12月議会定例会 ● P2

委員会審議Ｑ＆Ａ  ● P4

平成25年度決算認定 ● P6

一般質問 ● P8

議会議員行政視察研修 ● P11

議会傍聴記 ● P13



川北町議会だより 134 号
平成27年２月１日発行

2

12
月
議
会
定
例
会　
５
日
～
10
日

○
消

防

費
　

　

転
入
世
帯
に
配
布
す
る
非
常
持
ち
出

し
袋
セ
ッ
ト
の
購
入
や
、
水
や
カ
ン
パ

ン
の
更
新
費
用
に
214
万
５
千
円
。

○
教

育

費
　

　

西
部
地
区
学
習
等
供
用
施
設
の
耐

震
補
強
計
画
・
実
施
設
計
業
務
に

73
万
5
千
円
。

○
そ
の
他
の
補
正
　

　

人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
、
不
足
す
る

特
別
職
並
び
に
一
般
職
の
給
与
費
な

ど
。

一
　
般
　
会
　
計

　

平
成
26
年
第
７
回
12
月
議
会
定
例
会
で
は
、
平
成
25
年
度
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
が
７
件
、
平
成
26
年
度
補
正
予
算
専
決
処
分
の
報

告
が
１
件
、
平
成
26
年
度
補
正
予
算
が
３
件
、
条
例
の
改
正
と
制
定
が
９
件
、
人
事
案
件
が
１
件
の
合
わ
せ
て
21
件
が
上
程
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
諸
般
の
報
告
と
し
て
、
澤
田
議
員
の
辞
職
許
可
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。

　

議
案
は
、
各
常
任
委
員
会
で
審
議
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
全
員
賛
成
で
可
決
し
た
。

○
民

生

費

　

百
寿
会
館
の
耐
震
補
強
計
画
・
実
施

設
計
業
務
に
128
万
円
。

○
衛

生

費

　

短
期
人
間
ド
ッ
ク
助
成
に
追
加
で

500
万
円
。

○
農
林
水
産
業
費

　

農
地
基
本
台
帳
の
項
目
追
加
・
変

更
な
ど
、
シ
ス
テ
ム
整
備
費
用
に

１
千
100
万
円
。

　

地
域
農
業
の
担
い
手
農
業
者
が
、
整

備
す
る
農
業
機
械
な
ど
の
購
入
費
補
助

金
に
201
万
円
。

　

国
の
経
営
所
得
安
定
対
策
に
よ
る
、

米
価
の
下
落
補
償
と
の
差
額
分
を
助
成

す
る
費
用
に
１
千
万
円
。

○
土

木

費

　

住
宅
用
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業
補
助

金
に
追
加
で
200
万
円
。

　

町
道
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
修
繕
費
や
、

視
線
誘
導
標
の
設
置
費
な
ど
に
追
加
で

145
万
円
。

○
報

告

　

衆
議
院
総
選
挙
の
執
行
経
費
と
し

て
、
500
万
円
を
専
決
。

○
総

務

費

　

国
の
補
助
（ 

グ

※

リ
ー
ン
ニ
ュ
ー
デ
ィ

ー
ル
基
金
事
業
補
助
金
）
を
受
け
、
百
寿

会
館
の
屋
根
に
設
置
す
る
、
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
の
実
施
設
計
費
に
210
万
円
。

　

区
道
な
ど
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
整
備
事
業

補
助
金
に
追
加
で
130
万
円
。

グ
リ
ー
ン
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
事
業 

実
施
設
計
費

短
期
人
間
ド
ッ
ク 

助
成

農
地
基
本
台
帳
シ
ス
テ
ム 

の
整
備 

な
ど
に
補
正

※
グ
リ
ー
ン
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
地
球
温
暖
化
対
策
に
公
共
投
資
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
雇
用
や
経
済
成
長

を
生
み
出
そ
う
と
す
る
事
業
や
政
策
。
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○
国
民
健
康
保
険
　
特
別
会
計

　

一
般
被
保
険
者
の
高
額
療
養
費
に
追

加
で
204
万
円
。

○
簡
易
水
道
事
業
等
　
特
別
会
計

　

修
繕
費
・
電
気
料
に
108
万
６
千
円
。

○
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例

○
特
別
職
の
職
員
の
給
与
等
に
関

す
る
条
例

○
教
育
長
の
給
与
、
勤
務
時
間
そ

の
他
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例

○
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費

用
弁
償
に
関
す
る
条
例

　

人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
給
与
水

準
の
改
訂
に
伴
う
改
正
。

○
児
童
館
設
置
条
例

　

東
部
地
区
に
完
成
予
定
の
児
童

館
の
名
称
と
位
置
を
加
え
る
改

正
。

特
　
別
　
会
　
計

条
例
の
制
定
及
び
改
正

○
国
民
健
康
保
険
条
例

　

産
科
医
療
補
償
制
度
に
お
け
る

掛
金
の
額
を
見
直
す
こ
と
及
び
、

出
産
育
児
一
時
金
の
総
額
を
維
持

す
る
こ
と
に
伴
う
改
正
。

○
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特

定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

○
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

小こ

竹た
け　

隆た
か
し　

氏
（
橘
）

　

平
成
26
年
12
月
20
日
で
任
期
満
了
と

な
る
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
に
小
竹 

隆
氏
（
橘
）
を
再
任
す
る

こ
と
に
、
全
員
の
賛
成
で
同
意
。

　

尚
、
任
期
は
、
平
成
29
年
12
月
20
日

ま
で
。

　

澤
田
幸
男
議
員
か
ら
、
平
成
26
年
10

月
23
日
に
議
員
辞
職
願
が
提
出
さ
れ
、

同
日
、
議
長
よ
り
辞
職
が
許
可
さ
れ
た

こ
と
が
、
本
会
議
で
報
告
さ
れ
た
。

平成 26 年度 12 月補正予算

 一般会計補正予算 補  正  額 ４千 600 万円
予算累計 37 億２千 600 万円

 特別会計補正予算 補  正  額 312 万６千円
予算累計  12 億４千 905 万円

人
　
事
　
案
　
件

議
員
辞
職
許
可

○
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度

に
つ
い
て
、
平
成
27
年
４
月
１
日

か
ら
、
本
格
的
な
実
施
が
予
定
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
運
営
に
関
す
る

基
準
を
新
た
に
条
例
化
。
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Q 

児
童
館
の
休
館
日
は
。

A 

児
童
館
の
休
館
日
は
、
年
末
年
始

を
除
き
、
日
曜
日
と
祝
日
に
な
っ
て
い

ま
す
。

Q 
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
支
援
単
位

が
40
人
を
超
え
る
場
合
に
は
、
ど
の
よ

う
に
対
応
す
る
の
か
。

A 

利
用
人
数
に
応
じ
て
、
職
員
を
増

員
し
て
対
応
し
ま
す
。

教
育
民
生
常
任
委
員
会

総
務
産
業
常
任
委
員
会

Q 

西
部
地
区
学
習
等
供
用
施
設
の
建

築
年
は
。

A 

昭
和
54
年
で
す
。

Q 

今
回
の
補
強
と
併
せ
て
、
室
内
の

老
朽
化
も
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
改

修
予
定
は
。

A 

今
回
は
、
建
物
の
補
強
の
み
と
な

り
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
平
成
13
～
14
年
頃
に
室

内
の
機
械
復
旧
や
内
装
に
つ
い
て
改
修

工
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

委
員
会
審
議

QQ
AA
&&

主
な
も
の

※
デ
リ
ネ
ー
タ
ー
（
視し

線せ
ん

誘ゆ
う

導ど
う

標ひ
ょ
う

）

道
路
の
側
方
な
ど
に
沿
っ
て
、
路
端
や
道
路
線
形
な
ど
を
明
示
し
、
昼
夜
間
に
お
け
る
車
両
運

転
者
の
視
線
誘
導
を
行
う
た
め
に
設
置
さ
れ
る
も
の
。

Q 

今
回
の
補
正
に
よ
り
、
道
路
修
繕

費
が
補
正
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
額
で

対
応
で
き
る
の
か
。

A 

今
回
の
補
正
で
は
、
幹
線
道
路
の

一
部
の 

デ

※

リ
ネ
ー
タ
ー
設
置
や
、
故

障
し
た
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
の
修
繕
を
計
画

し
て
お
り
、
そ
の
他
の
修
繕
は
、
補
助

金
を
使
用
し
な
が
ら
道
路
舗
装
と
併
せ

て
順
次
行
う
予
定
で
す
。

Q 

消
防
施
設
費
の
非
常
持
出
し
袋
な

ど
の
購
入
費
に
つ
い
て
、
持
出
し
袋
の

中
身
の
更
新
は
。

A 

全
戸
を
対
象
に
、
水
と
カ
ン
パ
ン

を
更
新
・
支
給
し
ま
す
。

Q 
水
や
カ
ン
パ
ン
の
更
新
サ
イ
ク
ル

は
。

A 

消
費
期
限
に
応
じ
て
、
概
ね
５
年

ほ
ど
の
サ
イ
ク
ル
で
更
新
し
て
い
ま

す
。

Q 

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
の
改
正
に
つ
い
て
、
大
卒
の
初

任
給
の
額
は
。

A 

17
万
4
千
200
円
で
す
。

Q 

今
回
の
職
員
の
給
与
改
正
に
伴

い
、
平
成
27
年
4
月
か
ら
は
、
2
～
4

％
引
下
げ
ら
れ
る
よ
う
だ
が
。

A 

50
歳
以
上
で
引
下
げ
率
が
大
き
く

な
り
ま
す
。
な
お
、
若
年
令
ほ
ど
減
額

幅
が
小
さ
く
な
り
ま
す
。

放課後児童クラブの様子
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Q 
さ
き
に
関
連
し
て
東
部
地
区
学
習
等

供
用
施
設
の
耐
震
に
つ
い
て
は
。

A 

昭
和
56
年
以
降
に
建
築
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
現
行
で
は
問
題
あ
り
ま
せ

ん
。

Q 

出
産
一
時
金
は
、
各
市
町
で
対
応

差
が
あ
る
の
か
。

A 

産
科
医
療
補
償
制
度
に
加
入
し
て

の
出
産
育
児
一
時
金
は
42
万
円
で
、
他

の
自
治
体
と
差
は
あ
り
ま
せ
ん
。

―小学３年生が議場を見学―
　平成26年11月25日に中島小学校３年生が議場を見学しました。
　これは、社会科の授業の中で、副読本の「かわきた」を活用して、町のし
くみなどを学習する活動の一環です。
　児童らは、町の施設や働いている人の様子を見学したり、お話を聞いたり
して、熱心にメモをとっていました。

～わたしたちのまちは、こんなまち～

　

川
北
町
で
は
、
第
2
子
以
降
10
万
円

が
加
算
さ
れ
、
第
2
子
が
52
万
円
、
第

3
子
が
62
万
円
、
第
４
子
以
降
は
72
万

円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

Q 

産
科
医
療
補
償
制
度
の
掛
金
が
、

出
産
一
時
金
で
給
付
対
象
と
な
っ
た
時

期
は
。

A 

平
成
21
年
1
月
か
ら
で
す
。

Q 

保
育
所
に
つ
い
て
、
他
市
町
よ
り

入
所
し
て
い
る
乳
幼
児
は
。

百寿会館

西部地区学習等供用施設

耐震補強工事を実施する百寿会館と
西部地区学習等供用施設 A 

年
度
途
中
に
近
隣
の
自
治
体
へ
転

出
さ
れ
た
方
で
、
年
度
末
ま
で
入
所
予

定
の
お
子
さ
ん
が
、
何
人
か
い
ま
す
。

Q 

障
害
児
保
育
の
対
応
は
。

A 

障
害
児
保
育
の
対
応
と
し
て
、
職

員
を
加
配
し
て
対
応
し
て
い
ま
す
。
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税金は効率的　に使われたか
一般会計歳入　３９億５千７１万円  　　歳出　３６億８千５５２万円

一般会計歳入・歳出決算状況表

町の家計簿
の検証

歳　　　入 前年度比（%） 構成比（%） 歳　　　出 前年度比（%） 構成比（%）

町 税 145,729 -9.1% 36.9% 議 会 費 7,170 -1.2% 1.9%

地 方 譲 与 税 2,013 -5.0% 0.5% 総 務 費 67,635 13.3% 18.4%

そ の 他 交 付 金 8,337 5.5% 2.1% 民 生 費 91,818 -7.5% 24.9%

地 方 交 付 税 73,075 9.0% 18.5% 衛 生 費 42,740 1.9% 11.6%

分担金及び負担金 9,097 10.9% 2.3% 農林水産業費 34,455 87.3% 9.3%

使用料及び手数料 14,273 -1.1% 3.6% 商 工 費 5,548 12.5% 1.5%

国 ・ 県 支 出 金 63,227 65.3% 16.0% 土 木 費 26,023 58.0% 7.1%

繰 越 金 、 繰 入 金 な ど 28,313 27.5% 7.2% 消 防 費 9,972 11.3% 2.7%

諸 収 入 5,707 -13.0% 1.4% 教 育 費 26,834 -5.8% 7.3%

町債（借入金） 45,300 28.6% 11.5% 公債費（借入金の返済） 56,357 14.1% 15.3%

歳 入 合 計 395,071 9.1% 100.0% 歳 出 合 計 368,552 10.1% 100.0%

（単位：万円）

　歳　入・・・・・前年度比9.1％増　歳　出・・・・・前年度比10.1％増

	 ※実質収支	 ２億５千５万円	 翌年度へ繰越すべき財源	 １千514万円

　

歳
入
で
は
、
町
税
が
前
年
度
比 

9.1
％

（
１
億
４
千
528
万
円
）
減 

と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
固
定
資
産
税
が
企
業
の
設
備
投
資

の
伸
び
悩
み
な
ど
か
ら
、
大
幅
に
減
少
し
た
こ

と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

町
税
は
、
歳
入
全
体
の
36.9
％
と
最
も
大
き
い

割
合
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
方
交
付
税
は
、
固
定
資
産
税
の
減

少
に
よ
り
、
前
年
度
比
9.0
％
（
６
千
35
万
円
）

増
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
普
通
建
設
事
業
費
（
補
助
事
業

費
）
の
大
幅
な
増
加
に
よ
り
、
国
・
県
支
出
金

が
前
年
度
比
65.3
％
（
２
億
４
千
974
万
円
）
増
加

し
ま
し
た
。

　

歳
出
で
は
、
住
民
の
福
祉
に
対
す
る
経
費
で

あ
る
民
生
費
が
一
番
大
き
な
割
合
を
占
め
、
続

い
て
総
務
費
、
公
債
費
、
衛
生
費
、
農
林
水
産

業
費
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
性
質
別
で
は
普
通
建
設
事
業
費
の
増

加
に
よ
り
、
前
年
度
よ
り
２
億
３
千
873
万
円

（
63.7
％
）
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

町
民
一
人
当
た
り
に
使
わ
れ
た
金
額
は
約

58
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
決
算
で
は
、
一
部
で
景
気
が
回

復
し
つ
つ
あ
る
と
い
わ
れ
る
も
の
の
、
未
だ
経

済
の
先
行
き
が
不
透
明
で
厳
し
い
経
済
状
況
が

続
い
て
お
り
、
町
税
の
確
保
や
経
常
経
費
の
削

減
に
努
め
た
結
果
、
実
質
単
年
度
収
支
は
黒
字

と
な
り
、
安
定
し
た
財
政
運
営
を
保
つ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
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税金は効率的　に使われたか平成25年度
決算の認定

一般会計歳入　３９億５千７１万円  　　歳出　３６億８千５５２万円

 

主
な
事
業

●
中
島
小
学
校
給
食
用
昇
降
機
整

備
事
業

●
百
寿
会
館
改
修
事
業

●
源
泉
内
挿
管
設
置
事
業

●
農
業
基
盤
整
備
促
進
事
業

●
農
村
総
合
整
備
事
業

●
町
道
舗
装
及
び
整
備
事
業

●
町
道
道
路
照
明
（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
）
設

置
事
業

●
不
妊
治
療
費
給
与
金
事
業

●
乳
幼
児
・
児
童
等
医
療
給
与
金

●
第
３
子
以
降
の
保
育
料
の
無
料
化

●
高
齢
者
医
療
費
助
成
事
業

●
介
護
保
険
周
辺
サ
ー
ビ
ス
事
業

●
ね
た
き
り
老
人
等
介
護
者
福
祉
手

当
事
業

●
精
神
障
害
者
医
療
費
助
成
事
業

●
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・
高
齢
者
と
小

児
用
の
肺
炎
球
菌
・
ヒ
ブ
ワ
ク
チ

ン
の
予
防
接
種
費
用
の
助
成
事
業

●
新
規
就
農
者
の
定
着
促
進
に
対
す

る
助
成

●
防
災
情
報
通
信
設
備
（
緊
急
エ
リ

ア
メ
ー
ル
装
置
）
の
整
備

●
防
災
行
政
無
線
の
整
備
に
向
け
た

基
本
設
計
及
び
電
波
伝
搬
調
査
の

実
施

●
自
主
防
災
組
織
活
動
助
成
事
業

●
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設

置
費
補
助
金

ハ
ー
ド

ソ
フ
ト

農村総合整備事業（田子島地区　営農飲雑用水施設）

監
査
委
員 	

	
    

戸
成
博
幸
・
山
本
靜
男

　

景
気
回
復
が
さ
さ
や
か
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
社
会
保

障
費
の
増
加
や
先
行
き
へ
の
不
安
な
ど
に
よ
り
地
方
公
共

団
体
を
取
り
巻
く
環
境
の
厳
し
さ
が
続
く
中
、
本
年
度
は

普
通
建
設
事
業
費
の
大
幅
な
増
加
に
伴
な
い
決
算
規
模
も

増
と
な
っ
た
も
の
の
、
一
般
財
源
を
抑
制
し
、
な
お
か
つ

経
常
経
費
の
節
減
等
に
よ
り
、
実
質
単
年
度
収
支
は
黒
字

と
な
っ
た
。

　

町
民
の
ニ
ー
ズ
と
社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
、
的
確

な
事
業
を
行
い
、
国
の
補
正
予
算
に
呼
応
し
た
補
助
事
業

が
計
画
的
に
執
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
安
全

と
安
心
、
そ
し
て
真
に
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く

り
が
益
々
進
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

決算監査
●国民健康保険
歳入 ５億４千６１４万円
歳出 ５億１千４９６万円
差引 ３千１１８万円

●簡易水道事業
歳入 ３千　２５万円
歳出 ２千８５６万円
差引 １６９万円

●農業集落排水事業
歳入 １億８千５５６万円
歳出 １億７千９４７万円
差引 ６０９万円

●介護保険事業
歳入 ４億４千１２８万円
歳出 ４億１千３４６万円
差引 ２千７８２万円

●介護保険サービス事業
歳入 ６千１１３万円
歳出 ６千　２６万円
差引 ８７万円

●後期高齢者医療
歳入 ５千１４２万円
歳出 ５千　６４万円
差引 ７８万円

特 別 会 計
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町
の
墓

地
等
の
設

置
基
準

は
、
川
北

町
墓
地
、

埋
葬
等
に

関
す
る
法
律
施
行
細
則
に
、
特
別
の

理
由
が
無
い
限
り
、
次
の
事
を
定
め

て
い
ま
す
。

◦
墓
地
は
、
人
家
等
よ
り
200
㍍
以
上

　

平
成
10

年
に
人
口

増
加
対
策

の
一
環
と

し
て
グ
リ

ー
ン
タ

ウ
ン
川
北
の
宅
地
造
成
を
皮
切
り
に

今
日
ま
で
に
、
な
で
し
こ
タ
ウ
ン
・

け
や
き
タ
ウ
ン
・
ひ
ば
り
タ
ウ
ン
な

ど
、
次
々
と
大
き
な
住
宅
地
が
整
備

さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
11
月
現
在
に
お
い
て

は
、
そ
れ
ら
を
合
わ
せ
る
と
361
戸
と

な
り
、
町
総
戸
数
の
19
％
を
占
め
る

ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

町
政
を

町
政
を

問
う
！
問
う
！

質
問

作さ
く

田だ　

良り
ょ
う

一い
ち 

議
員

共
同
霊
園
の
整
備
は
！

　

こ
れ
ら
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
へ
移
り

住
ま
わ
れ
た
方
々
は
、
若
い
世
代
の

割
合
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
既
に

若
く
し
て
病
気
や
不
慮
の
事
故
に
よ

り
、
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
て
い
る

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

し
か
し
現
在
で
は
、
各
地
区
の
既

設
墓
地
区
画
も
余
裕
が
無
く
、
求
め

よ
う
と
し
て
も
難
し
い
状
況
で
す
。

　

さ
て
、
平
成
23
年
12
月
議
会
定
例

会
に
お
き
ま
し
て
、
作
田 

毅
議
員

よ
り
「
町
営
墓
地
公
園
の
整
備
」

に
つ
い
て
の
質
問
が
あ
り
、
前
町
長

大
変
厳
し
い
状
況
と

　
　
　
　
　  

考
え
ら
れ
る

答
弁

前ま
え　

哲て
つ

雄お 

町
長

は
「
長
期
的
か
つ
慎
重
に
検
討
し
た

い
」
旨
の
答
弁
を
し
て
い
ま
す
。

　

土
地
を
確
保
し
、
家
を
建
て
ら

れ
、
一
生
を
川
北
町
で
過
ご
す
住
民

の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
町
と
し
て

は
、
共
同
霊
園
を
早
急
に
整
備
す
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
再

度
、
質
問
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

「
家
は
一
生
も
の
」
と
い
い
ま
す

が
、
お
墓
は
子
々
孫
々
末
代
に
至
る

ま
で
引
き
継
い
で
い
く
、
一
家
の
拠

り
ど
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。

　

是
非
、
早
急
な
る
取
組
み
を
お
願

い
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
町
の
考

え
は
。

離
れ
て
い
る
事

◦
土
地
は
高
く
て
湿
気
の
少
な
い
所

を
選
び
、
湿
潤
な
所
を
避
け
る
事

◦
飲
料
水
が
汚
染
さ
れ
る
お
そ
れ
の

無
い
場
所
で
あ
る
事

◦
周
囲
は
境
界
を
は
っ
き
り
さ
せ
、

清
潔
に
美
化
に
努
め
る
事

　

今
現
在
、
新
た
な
場
所
で
、
ま
と

ま
っ
た
墓
地
整
備
と
な
り
ま
す
と
、

こ
れ
ら
の
条
件
を
遵
守
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
そ
れ
以
上
に
周
辺
に
与
え

る
影
響
が
大
き
く
、
地
権
者
や
地
元

関
係
者
の
理
解
を
得
る
の
は
、
残
念

な
が
ら
、
大
変
厳
し
い
状
況
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

平
成
23
年
12
月
議
会
の
中
で
も
答

弁
し
た
よ
う
に
、
住
宅
団
地
で
隣
接

す
る
地
区
に
、
墓
地
の
分
譲
を
お
願

い
し
、
何
人
か
の
方
が
墓
地
を
譲
り

受
け
た
例
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
住
宅
の
造
成
で
戸
数
が
増

え
た
か
ら
と
言
っ
て
、
全
て
の
方
が

墓
地
を
求
め
て
い
る
と
は
限
り
ま
せ

ん
し
、
色
々
な
考
え
を
持
っ
た
方
が

い
る
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

　

従
っ
て
、
現
段
階
で
は
町
が
直

接
、
新
し
く
墓
地
公
園
の
整
備
に
携

わ
る
と
い
う
よ
り
も
、
今
後
、
地
元

か
ら
共
同
墓
地
の
拡
張
等
の
相
談
を

受
け
た
場
合
、
町
と
し
て
出
来
る
限

り
、
対
応
し
て
い
き
た
い
。

グリーンタウン
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月
日
の

経
つ
の
も

早
い
も
の

で
、
来
春

は
統
一
地

方
選
挙
の

年
に
な
り
ま
す
。

　

我
々
が
選
ば
れ
た
４
年
前
の
平
成

23
年
は
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
た

年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
４
年
、
途
中
に
政
権
の

交
代
も
あ
り
、
国
・
県
は
も
と
よ

り
、
ど
こ
の
自
治
体
に
お
い
て
も
財

政
が
た
い
へ
ん
厳
し
い
状
況
に
お
か

れ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
川
北
町
に
お
い

て
は
、
財
政
力
は
県
内
で
は
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
を
維
持
す
る
中
で
、
町
民
が

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、

自
主
防
災
組
織
の
推
進
や
防
災
行
政

無
線
の
整
備
に
む
け
て
計
画
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
経
年
劣
化
の
進
む
施

設
・
設
備
も
多
く
、
そ
の
修
理
・
修

繕
に
適
切
に
対
応
し
な
が
ら
も
、
新

た
に
町
道
街
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
、
町
特

　

介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
は
、
平
成

12
年
度
よ
り
開
始
さ
れ
、
制
度
の
円

滑
な
実
施
の
た
め
３
年
間
を
１
期
と
し

て
事
業
計
画
が
策
定
さ
れ
て
お
り
、
現

在
、
国
の
指
針
に
基
づ
き
第
６
期
目
の

事
業
計
画
を
策
定
中
で
す
。

　

こ
の
度
の
改
正
の
主
な
内
容
は
、
高

齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
生
活
を

維
持
で
き
る
よ
う
、
介
護
、
医
療
、
生

活
支
援
、
介
護
予
防
の
充
実
を
目
指
す

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
、
低
所
得
者

の
保
険
料
軽
減
の
拡
充
や
所
得
や
資
産

の
あ
る
人
の
利
用
者
負
担
の
見
直
し
で

す
。

　

質
問
の
、
要
支
援
者
向
け
の
訪
問
介

　

こ
の
度
の
介
護
保
険
制
度
改
正
の

ポ
イ
ン
ト
の
１
つ
に
、
市
町
村
が
中

心
と
な
っ
て
、
地
域
の
実
情
に
応
じ

て
、
住
民
等
の
多
様
な
主
体
が
参
画

し
、
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
す
る

こ
と
で
、
地
域
の
支
え
合
い
体
制
づ

く
り
を
推
進
し
、
要
支
援
者
等
に
対

す
る
効
果
的
か
つ
効
率
的
な
支
援
な

護
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
）
、
通

所
介
護
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）
に
係
わ
る

改
正
で
す
が
、
平
成
27
年
度
か
ら
３
年

を
か
け
て
、
こ
れ
ま
で
の
事
業
者
に
よ

る
も
の
だ
け
で
な
く
、
町
が
指
定
・
委

託
し
た
事
業
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
サ

ー
ビ
ス
提
供
の
主
体
と
な
る
も
の
が
加

わ
り
、
要
支
援
者
を
支
え
る
仕
組
み
に

移
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

具
体
的
な
計
画
に
つ
い
て
は
、
町
の

介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
委
員
会
で
、

ご
協
議
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
川
北
町
の
要
支
援
者
は
38
名

で
あ
り
、
そ
の
う
ち
訪
問
介
護
３
名
、

通
所
介
護
５
名
の
方
が
利
用
し
て
お
り

ま
す
が
、
今
後
と
も
、
サ
ー
ビ
ス
の
低

下
が
生
じ
な
い
よ
う
、
又
、
本
人
の
希

望
や
状
態
に
あ
っ
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

を
し
て
い
き
た
い
。

質
問

作さ
く

田だ　

良り
ょ
う

一い
ち 

議
員

介
護
保
険
制
度
改
正
に

　
　
　
　  
伴
う
影
響
は
！

希
望
や
状
態
に
あ
っ
た

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
し
て
い
く

答
弁

前ま
え　

哲て
つ

雄お 

町
長

質
問

山や
ま

本も
と　

靜し
ず

男お 

議
員

町
長
の
続
投
に

　
　
　  

対
す
る
所
見
は
！

ど
を
可
能
と
す
る
こ
と
を
目
指
す
。
と

い
う
こ
と
が
う
た
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
中
で
、
平
成
27
年
４
月
か
ら
要

支
援
者
向
け
の
予
防
給
付
の
中
の
訪
問

介
護
事
業
と
通
所
介
護
事
業
が
、
町
の

裁
量
に
よ
り
実
施
さ
れ
る
。
と
聞
い
て

い
ま
す
が
、
現
在
利
用
さ
れ
て
い
る

方
々
に
は
、
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る

の
か
。
ま
た
、
町
と
し
て
は
、
ど
の
よ

う
な
構
想
を
持
っ
て
い
る
の
か
。

デイサービスの様子
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４
年
前
、
町
議
会
議
員
全
員
の
皆
様

を
は
じ
め
、
町
民
多
数
の
暖
か
い
ご
支

援
と
ご
支
持
を
頂
き
、
町
長
に
就
任
し

ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
４
年
間
、
無

我
夢
中
で
町
政
の
執
行
に
あ
た
っ
て
き

ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
議
会
の
皆
様
方
の
ご
指
導

と
ご
協
力
に
よ
り
、
諸
課
題
の
解
決
や

施
策
の
実
現
に
取
り
組
み
、
一
定
の
成

果
が
得
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
、
深

く
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

お
陰
様
で
、
こ
の
４
年
間
で
は
、
福

祉
施
策
の
充
実
は
も
と
よ
り
、
将
来
を

担
う
子
ど
も
達
の
増
加
に
応
え
る
べ

く
、
中
学
校
校
舎
の
増
築
や
給
食
調
理

場
の
新
設
を
は
じ
め
、
東
部
地
区
児
童

館
の
建
設
、
保
育
所
や
小
・
中
学
校
の

改
修
整
備
な
ど
、
学
習
環
境
の
改
善
に

努
め
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
中
小
企
業
や
農
業
の
担
い
手

経
営
体
へ
の
助
成
制
度
の
創
設
な
ど
、

農
・
工
・
商
の
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

産
業
の
振
興
に
も
、
取
り
組
ん
で
来
た

つ
も
り
で
す
。

　

更
に
、
団
塊
の
世
代
が
75
歳
を
迎
え

る
、
超
高
齢
化
社
会
の
到
来
を
間
近
に

引
き
続
き
、
町
政
を

　
　
　
　
担
っ
て
い
き
た
い

答
弁

前ま
え　

哲て
つ

雄お 

町
長

産
物
の
振
興
、
中
小
企
業
へ
の
支
援

拡
大
な
ど
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
医
療
費
の
無
料
化
を
18
歳
ま

で
引
き
上
げ
る
な
ど
、
き
め
細
か
な

福
祉
施
策
を
堅
持
し
、
増
加
す
る
児

童
生
徒
数
に
伴
い
、
川
北
中
学
校
の

校
舎
の
増
築
を
は
じ
め
と
し
て
、
学

校
施
設
の
設
備
の
充
実
に
努
め
ら
れ

た
ほ
か
、
小
・
中
学
校
の
冷
暖
房
設

備
を
計
画
的
に
進
め
ら
れ
、
東
部
地

区
に
児
童
館
を
建
設
す
る
な
ど
、
未

来
の
川
北
町
を
担
う
子
ど
も
達
の
教

育
環
境
の
整
備
を
着
実
に
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
も
町
長
の
優
れ
た
行
政
手
腕

の
賜
物
と
深
く
敬
意
を
表
す
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

さ
て
こ
の
４
月
に
は
、
我
々
も
含

め
、
町
長
の
任
期
も
満
了
と
な
り
ま

す
。
町
長
の
１
期
４
年
間
の
業
績
を

振
り
返
り
、
今
後
、
更
に
続
投
さ
れ

る
こ
と
を
多
く
の
町
民
が
望
ま
れ
て

い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
町
長
の

所
見
は
。

し
、
課
題
で
し
た
老
人
介
護
施
設
の
誘

致
も
出
来
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
私
自
身
の
色
々
な
思
い

は
、
半
分
ど
こ
ろ
か
、
３
分
の
１
も
達

成
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
現
在
、
町
民
の
皆
様
が
強
く

求
め
る
「
安
全
・
安
心
」
な
町
づ
く
り

に
む
け
て
、
防
災
行
政
無
線
の
整
備
に

係
る
実
施
設
計
に
、
着
手
し
た
ば
か
り

で
あ
り
、
事
業
完
成
ま
で
の
責
務
も
、

強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　

私
事
に
な
り
ま
す
が
、
先
般
、
体
調

を
崩
し
、
議
員
の
皆
様
方
や
町
民
の

方
々
に
は
、
大
変
ご
心
配
・
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
し
た
が
、
体
調
も
順
調
に

回
復
し
て
き
て
お
り
、
議
会
の
皆
様
方

は
勿
論
、
町
民
の
方
々
の
ご
支
援
を
戴

け
る
な
ら
ば
、
引
き
続
き
、
町
政
を
担

っ
て
い
き
た
い
。

東部地区児童館完成予想図 東部地区児童館工事現場（1月13日現在）
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議
会
議
員
行
政
視
察
研
修

視 察
　
　
　
東
日
本
大
震
災
の
復
興
を
た
ど
る

　
　
　
　「
宮
城
県 

女お
な

川が
わ

町
・
亘わ

た

り理
町
」
を
訪
ね
て

周
辺
の
交
通
規
制
も
解
除
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
バ
ス
で
の
現
地
視
察
が
可
能
と

な
り
、
今
な
お
残
る
震
災
の
爪
あ
と
を

肌
で
実
感
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

宮
城
県
南
部
の
亘
理
町
へ
は
、
３
年

前
の
同
時
期
に
視
察
し
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
再
度
訪
町
す
る
事
が
叶

い
、
当
町
議
会
議
員
一
同
よ
り
亘
理
町

へ
寄
付
を
お
渡
し
し
、
亘
理
町
の
早
期

完
全
復
興
を
祈
念
す
る
と
と
も
に
、
復

興
計
画
の
進
捗
状
況
、
地
域
防
災
と
危

機
管
理
、
災
害
時
の
議
会
初
動
対
応
な

ど
に
つ
い
て
、
被
災
当
時
と
の
違
い

や
、
現
在
の
状
況
な
ど
に
つ
い
て
検
証

す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

役
場
で
の
状
況
説
明
や
質
疑
応
答
を

終
え
た
後
、
荒
浜
地
区
の
「
わ
た
り
温

泉 

鳥
の
海
」
を
訪
れ
、
当
事
、
瓦
礫

が
山
積
み
に
な
っ
て
い
た
光
景
と
、
再

整
備
が
進
む
現
在
と
を
重
ね
合
わ
せ
、

復
興
が
進
ん
で
い
る
こ
と
を
、
我
が
ご

と
の
よ
う
に
喜
び
、
そ
の
実
感
を
か
み

し
め
ま
し
た
。

　

そ
し
て
一
行
は
、
今
回
の
視
察
研
修

の
最
後
に
名
取
市
閖ゆ

り

上あ
げ

地
区
の
慰
霊
碑

を
訪
れ
ま
し
た
。

　

川
北
町
議
会
で
は
、
平
成
26
年
10
月

15
～
16
日
に
か
け
て
、
議
会
議
員
行
政

視
察
研
修
と
し
て
、
宮
城
県
を
訪
ね
ま

し
た
。

　

仙
台
空
港
か
ら
、
１
時
間
30
分
ほ
ど

の
宮
城
県
北
部
の
女
川
町
は
、
入
江
と

な
っ
た
地
形
の
た
め
、
震
災
当
時
は
、

津
波
に
よ
る
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
た

地
域
で
す
。

　

そ
し
て
、
昨
年
秋
の
台
風
19
号
に
よ

り
、
冠
水
な
ど
の
被
害
が
発
生
し
、
町

職
員
が
災
害
復
旧
に
あ
た
ら
れ
て
い
た

こ
と
か
ら
、
女
川
町
役
場
で
の
視
察
研

修
は
、
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
、
研
修
当
日
に
は
、
女
川
町

　

改
め
て
こ
こ
に
地
震
や
津
波
で
命
を

落
と
さ
れ
た
犠
牲
者
の
ご
冥
福
を
お
祈

り
す
る
と
と
も
に
、
東
日
本
大
震
災
で

被
災
さ
れ
た
地
域
の
１
日
も
早
い
完
全

復
興
を
願
い
、
帰
途
に
着
き
ま
し
た
。

宮城県女川町

宮城県亘理町

女川町亘理町

亘理町荒浜地区「わたり温泉 鳥の海」



川北町議会だより 134 号
平成27年２月１日発行

12

り
ま
す
。

　

こ
の
議
会
改
革
を
進
め
て
い
る
坂

祝
町
で
は
、
定
例
会
開
催
案
内
チ
ラ
シ

を
地
元
の
新
聞
販
売
店
２
社
に
依
頼

し
、
新
聞
折
り
込
み
と
し
て
町
内
に
配

布
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
定
例
会
の
一
般
質
問
を
休
日

に
開
催
す
る
こ
と
や
、
一
般
質
問
に
一

問
一
答
方
式
を
取
り
入
れ
る
な
ど
、
常

に
創
意
工
夫
を
し
な
が
ら
、
改
革
に
取

り
組
ま
れ
て
お
り
、
平
成
25
年
９
月
か

ら
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
本
格
的
に

導
入
し
、
経
費
・
コ
ス
ト
の
削
減
に
も

努
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

新
年
度
予
算
を
審
査
す
る
際
に
は
、

執
行
部
が
資
料
を
用
い
た
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

議
員
各
々
へ
の
情
報
伝
達
に
つ
い

て
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
へ
メ
ー
ル
配

信
さ
れ
る
た
め
、
確
実
に
情
報
が
伝
わ

り
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
も
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
な
ど
へ
、
そ
の
地
域
の
議
員

が
入
力
す
る
こ
と
で
、
全
て
の
議
員
間

で
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

議
場
の
町
長
席
に
は
パ
ソ
コ
ン
端

　

議
会
運
営
委
員
会
で
は
、
平
成
26
年

10
月
27
～
28
日
に
か
け
て
、
岐
阜
県
加

茂
郡
坂
祝
町
に
て
行
政
視
察
研
修
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

坂
祝
町
の
由
来
は
、「
坂
祝
（
さ
か

ほ
ぎ
）
神
社
」
か
ら
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
町
と
並
行
し
て
木
曽
川
が
流

れ
て
お
り
、
水
と
風
が
作
り
上
げ
た
奇

岩
は
素
晴
ら
し
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ラ

イ
ン
川
に
景
観
が
似
て
い
る
と
し
て
、

「
日
本
ラ
イ
ン
」
と
呼
ば
れ
飛
騨
木
曽

川
国
定
公
園
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
こ

の
風
光
明
媚
な
場
所
に
坂
祝
町
は
あ

末
が
設
置
さ
れ
て
お

り
、
資
料
も
端
末
か
ら

直
接
、
確
認
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
た
こ
と

か
ら
、
ま
さ
に
執
行
部

と
議
会
が
一
緒
に
な
っ

て
住
民
に
親
し
み
や
す

い
議
会
を
目
指
し
て
い

る
よ
う
に
感
じ
ま
し

た
。

　

一
連
の
説
明
を
い
た

だ
い
た
後
、
議
会
制
度

や
運
営
を
中
心
と
し
た
様
々

な
分
野
に
つ
い
て
意
見
交
換

が
、
活
発
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
か
ら
、
坂

祝
町
で
の
方
策
を
ヒ
ン
ト
に
、

川
北
町
の
現
状
に
置
き
換
え

て
、
今
後
の
川
北
町
議
会
の

活
性
化
の
方
向
性
や
町
の
施

策
に
反
映
で
き
な
い
も
の
か

と
、
研
修
終
了
後
に
は
、
委

員
の
間
で
大
い
に
意
見
が
交

わ
さ
れ
ま
し
た
。

岐阜県坂祝町

　
　
　「
議
会
活
性
化
に
向
け
た
取
組
み
」（
坂さ

か

祝ほ
ぎ

町
）
を
訪
ね
て議

会
運
営
委
員
会

視 察
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て
、
説
明
者
よ
り
当
町
の
企
業
誘

致
・
公
共
料
金
の
低
廉
化
・
少
子

化
対
策
な
ど
の
諸
施
策
の
説
明
を

受
け
た
後
、
質
疑
応
答
や
意
見
交

換
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
議
場
を
見
学
さ
れ
た

後
、
「
今
後
と
も
連
絡
を
取
り

合
い
、
議
会
間
に
お
い
て
、
議
会

の
活
性
化
に
つ
い
て
切
磋
琢
磨
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
お
互
い
に

エ
ー
ル
を
交
わ
し
、
２
時
間
に
わ

た
る
視
察
研
修
を
終
え
ら
れ
ま
し

た
。

～
行
政
視
察
研
修
～

京
都
府
井い

手で

町
議
会 

群
馬
県
甘か

ん

ら楽
町
議
会

　

平
成
26
年
10
月
24
日
に
京
都
府

井
手
町
議
会
議
員
、
そ
し
て
、
11

月
14
日
に
は
、
群
馬
県
甘
楽
町
議

会
議
員
の
一
行
が
、
行
政
視
察
研

修
で
訪
町
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
で
は
「
人
口
増
に

つ
な
が
る
施
策
」
を
テ
ー
マ
と
し

　　　　　　　議　会　傍　聴　記
田中　冨士男（朝日）

　昨年、12月10日、平成26年第７回（12月）議会定例会を傍聴させてい
ただきました。
　私が入場した時には、既に執行部の方が席についておられ、場内にピー
ンと張り詰めた空気を感じ、思わず身を硬くした次第です。
　また、私の先にも既に10名ほどの傍聴者の方も来られており、町議会についての関心の強
さをうかがい知ることが出来ました。
　そして、町長並びに議員の方々も、傍聴者に向かい丁寧に会釈され、その心配りに大変感
動を覚えました。
　間もなく、作田議長の開会宣告により本会議が始まりました。
　まず、最初の一般質問には作田良一議員が登壇され、共同霊園の整備について、介護保険
制度改正に伴う影響について質問されました。
　町長からは、既存の共同墓地拡張などの相談を受けた場合には、できる限り対応したい旨
や、本人の希望や状態にあったサービスの提供をしていく旨の答弁がありました。
　続いて、山本靜男議員が、町長の続投に対する所見について質問されました。
　町長からは、これまでの施策をさらに充実させ「安全・安心」な町づくりに邁進したく、
引き続き町政を担っていきたい旨の大変心強い答弁がありました。
　最後に苗代実総務産業常任委員長、山先守夫教育民生常任委員長より各々の委員会報告の
後、採決にて全員賛成し閉会となったところで、ようやく私の緊張もほぐれました。
　こうして、議会議員並びに町当局の川北町発展への大なる熱意を感じながら、議場を後に
しました。

よ
う
こ
そ
川
北
町
へ
！

井出町議会

甘楽町議会
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議
会
を
傍
聴
し
ま
し
ょ
う
◆　

次
回
の
定
例
会
は
３
月
で
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

〒923-1295 石川県能美郡川北町字壱ツ屋174番地　☎076(277)1111
責任者／議長 作田　毅
編　集／議会広報編集委員会

編
集
後
記

　川北町スキー協会は、昭和57年５月19日に設立され、今年で33年目を
迎えます。
　発足当時の有資格者数は、準指導員１名、１級が２名でしたが、会員相
互研修の積み重ねの結果、現在では、正指導員３名、準指導員３名、テク
ニカルプライズ２名、１級複数名が在籍するまでに成長しました。
　年間の主な活動は、町民スキー教室の開催（１シーズン２回）、中島小
学校のスキー遠足での指導引率、会員研修（基礎スキー、ポール練習）、県民体育大会や各種大会への出

場などで、石川県民体育大会（冬季）では、入賞者を毎年輩出し、ス
キー場を持たない市町の中においては、素晴らしい結果を残してい
ます。
　今後も、スキー教室やスキー遠足を通じて、子供から大人まで年
代を問わず、スキーの魅力を伝え続けていけるよう、会員一丸とな
って頑張っていますので、お気軽にご参加ください。

　川北町民謡会の会員は、現在14名で、町内はもとより金沢市、白山市、
能美市などからも足を運ばれ、毎週月曜日の19：30～21：30まで、橘公
民館にて練習しています。
　指導いただいているのは、石川県民謡協会理事や同協会認定唄教授を
されている島野寿一さんです。
　全国数々のよく知られた民謡の曲ばかりではなく、地方に埋もれた味わ

い深い曲も選択され、その指導は、いつも熱く、かつ丁寧なものです。
　民謡会の年間の活動については、美川民謡会の発表会、石川県民謡コンクール、山中節の全国コンクー
ルなどへの参加や、地元の盆踊りなどに出演しています。
　民謡は、どんなに時代が移り変わろうとも、長く幅広い年齢層に
歌い継がれています。腹の底から声を出して民謡を歌うことで、全
国のお国めぐりが出来るのです。
　会員らは、そんな心に残る曲を発表会の場で披露しています。
　興味のある方の入会を心からお待ちしています。

ス キ ー 協 会 ～もう一度描いてみませんか！？白銀のシュプールを～

民  謡  会 ～民謡は、歌い継がれて～

　

初
詣
と
は
、
元
々
は
「
初

籠
り
」
と
言
わ
れ
る
風
習
で
、

大
晦
日
か
ら
元
旦
に
か
け
て

祈
願
の
た
め
に
社
へ
籠
る
と

い
う
も
の
で
あ
っ
た
が
、
や

が
て
元
日
の
朝
に
行
う
「
元

日
詣
」
が
今
日
の
初
詣
の
原

形
と
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
て
、
私
の
元
旦
と
い
え

ば
、
白
山
比
咩
神
社
に
初
参

り
を
し
て
、
そ
の
後
、
地
元

の
冨
田
少
彦
名
神
社
を
参
拝

す
る
の
が
、
近
年
の
初
詣
の

恒
例
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
参
拝
の
後
、
冨
田
少

彦
名
神
社
の
社
務
所
に
て
、

お
酒
を
酌
み
交
わ
し
て
い
る

の
で
あ
る
が
、
今
年
は
何
故

か
、
社
務
所
が
と
て
も
狭
苦

し
く
感
じ
た
。

　

思
え
ば
、
私
が
橘
新
地
区

に
居
を
構
え
て
36
年
が
過
ぎ

た
。

　

当
時
、
30
戸
ほ
ど
の
集
落

だ
っ
た
の
が
、
現
在
で
は
、

62
戸
と
な
り
地
区
の
規
模
が

倍
増
し
た
。

　

川
北
町
の
人
口
が
、
確
実

に
増
加
し
て
い
る
こ
と
を
実

感
し
た
元
日
の
朝
で
あ
っ
た
。

中
村　

利
男　

記

　　　　　　みんなの広場


